
 

 

 
 

令和４年度に実施した「あやせ

の図書館を考える会」の参加者の

約７割が 50歳以上であったこと

や、「あやせゼロの日運動アンケ

ート」を小中学生等を対象に行っ

たことを踏まえ、子育て・働き盛

り世代と高校生を対象にワーク

ショップを開催しました。 

 

 

ワークは 2部構成とし、「これからの綾瀬市立図書館の在り方について（指針）」の「目指

す図書館像」のイメージや実現に向けたアイデアを話し合うため２～３名ずつに分かれて

のペアワークを実施しました。 

第１部：CUT-UPS（自分が思い描くイメージに合う写真や文字を雑誌等から切り取り、並

べ替える作業）を通じて「目指す図書館像」をイメージ 

第２部：「目指す図書館像」の実現に必要な資料・サービス・スペース・市民協働方法等に

ついて考え、付箋を貼付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６人１グループで利用層に応じたテー

マ別での情報発信等の事例を参考にした

うえで、「指針」の「目指す図書館像」を

実現するために必要な資料・サービス・ス

ペース等について、付箋を使ってアイデ

ア出しをしました。 

項  目 子育て・働き盛り世代 高 校 生 

開催日 令和5年10月22日（日） 令和5年11月15日（水） 

対  象 
市内在住・在勤・在学者 

18～50歳まで 

綾瀬高等学校・綾瀬西高等

学校の生徒 

募集方法 公募 各高等学校へ依頼 

参加人数 12名 6名 

子育て・働き盛り世代 「ミライの図書館をカタチにすると？」 

高校生 「ミライの図書館であったらいいな！できたらいいな！」 

第１部ワーク結果例(CUT-UPS) 第 2部ワーク結果例(模造紙) 

高校生ワーク結果例(模造紙) 

１  開催概要 

開催概



 

 

全４グループに分かれてのワークでは、より幅広い層にとっての図書館の使いやすさの実

現や、新たな利用者の獲得に向けて、多くのアイデアがあげられました。全般に係るアイデ

アとして、暮らしの一部になる便利さや遊び心を取り入れること、子ども・子育て世代をメ

インターゲットとする等がありました。施設面では、ランドマークとしての図書館の実現や、

特に子ども及び親子が利用しやすい児童コーナー、飲食・休憩のためのスペース、多様な閲

覧席等へのニーズがありました。また、資料・サービス面では、多文化共生を推進するため

の外国語の本の提供や外国語のおはなし会、図書館を利用したことがない市民の利用につな

がるおすすめ本の紹介やイベントについてのアイデアもあげられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設・資料・サービス・運営等について、高校生ならではの視点から多くのアイデアが出

されました。施設面では、子どもが遊ぶスペースや飲食スペース、勉強や相談が可能な学習

スペース等があげられました。資料面では、アニメ化・映画化された本、サービス面では、

宿題相談、学校同士のイベント等へのニーズがありました。また、運営面では、オリジナル

グッズの作成等があげられました。 

 

 

項 目 内 容 

全 般 
暮らしの一部になる便利で、遊び心のある図書館が

よい／子ども・子育て世代の居場所になる 

施 設 

ランドマーク的な外観／気軽に行ける／高齢者や車

椅子の人でも使いやすい／集中できる読書室／赤ち

ゃんがいても安心／休憩やリフレッシュができるス

ペース／机と椅子の充実／駐車場が広い 

資 料 
トレンドの本／綾瀬にある貴重な本／子ども向けの

本の充実／外国語の本／オーディオブック 

サービス 

子どもが話しやすい／悩んだときに情報を発信して

もらえる／海外のオモチャを置く／職員による資料

の特集の多様化／外国語のおはなし会 

運 営 

プロのスタッフによる運営／時には夜遅くまで開館

する特別な日がある／図書館の積極的な PR／分室

の充実 

項 目 内 容 

施 設 

広い図書館／子どもが遊べるスペース／勉強や相談

ができるスペース／食堂／本を自作・展示できるス

ペース 

資 料 

喋る絵本、飛び出す絵本等、／有志の同人誌／英訳

まんが／アニメ化・映画化された本／洋楽 CD・レ

コード 

サービス 
宿題相談／高校生から小学生へおすすめの本の紹介

等／学校同士のイベント／外国人と話す会 

運 営 
図書館司書の仕事を体験／オリジナルグッズ(栞、ミ

ニ紙芝居、キーホルダー、本のカバー)作成 

その他 
移動図書館の運行／中高生向けの図書室を作る／返

却ポストの設置 

付箋に記入された主な意見 

付箋に記入された主な意見 

２ 子育て・働き盛り世代のアイデア 

３ 高校生のアイデア 
３


